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Ⅰ　ま　え　が　き

人手によるカツオ，ビンナガ一一一本的漁業を機械化操業し，漁獲の能率化丘らぴに，労働の省人省力化

を図る目的で昭和42年度からこの試演に収組み，いままでに5種類から売る機構・機能の異をる釣磯

を試作し，式親船叉は業者船に装備，海上試験を行なった結果ようやく実用化の見通しを樽ることがで

きた。そこで44～45年．2ケ年間の試験の経過ならびに結果について報告する。

丑　試演の経過ならびに結果

1　昭和44年度

45年瞳に試作中であった第2号機が8月に完成，陸上テストの結果横ぶ如運動はあま射ても機

械的すぎて適当と考えられ表わので中止した。る月中，下旬にかけて，試親船水戸丸に第2号機を

装備海上試験を郁った結果・釣機による釣揚け数74尾，中，完全離脱欄内投鵠たも？

87尾・離脱不能4尾，離脱後船外に投出されたもの5尾と予想以上の成果が得られ馨し自動バ
ルブの装備が完全でなかったこともあり，リード線の操作は人手で実施した。シリンダー方式によ

る第2号機は機械類の外部に露出した部分が多く，又，番号′J＼型化が困難であるので，第5号機の

試作を上海油圧EK，Ⅹ正江名製作所と協同で試作開発を行なうことに－した。第5号機は，2号機

同様動力源は油圧利用による，ロータリー方式を採用した。作動等領は釣竿からのリート闇が自動

バルブに伝わり，ここで起きた油の流量の動きが本機内に流入し，ペーンを押し上げ軸を回転させ

る所定の位置までくると自動的に回路が変れ下げ行程に移行するものである。この作動の特長は，

押し上げ時べ－ンえの流量が広車面横に当るので，初め強い力が作用するが速度はゆるやかに始動

する。ペーンの面積が狭くなるの忙比例して，速度が加わカ所定の位置で急停止するので，これが

魚の離説に効果を高めることとなる。数回にわたっての陸上テストの複，45年2月～5月の問業

者船第8宮庄丸（1”71トン700馬力）に第2号，第5号機2台を船尾に装備，2航海にわたっ

て海上試験を試み次のような結果が得られた。第1次航海は，釣揚げたビンナガ約18Kクつもの

15尾中5尾は釣機の自動釣揚げにより魚は完全離脱した。第2次航海は，南方カツオを対象に実

施され．釣機ではカツオ占毎前後のもの約80尾を釣揚げるととができ．人手の竿釣などでは，人

手1D畑機7程度農等胎であった。（5号機，本体dOk如王力占咽／撼）以上が昭和44年ま

での試顔の実績である。

2　昭和45年度

（1）窮1次試験

44年度▼までの試験結果から，第5号機の由一クリ1方式が機能，機構共に実用化の塔能性が

あれ今倹この方式によって改良改善を加え，自動釣磯の完成金目槙に研究開発を進めることに

した。まず試験船水戸丸が4月から実施するカツオ，ビンナガ一本釣漁業試験に嘉2号，第5号



を左舷ブルワークに2台1・48－－1・59′噌痛に並列に装備し・4航海にわたって漁獲試験を

行なった。この結果ビンナガ約10尾，カツオ約20尾を釣鐘したが・ビンナガの場合15晦以

上の大型魚に覆ると，両機共に揚力が少丘く充分な効果のあがらないことが明らかになった0又，

カツオでは自動バルブの釣獲時の作動が鈍く・蹄付の患いことが認められた。これらの結果をも

とにして・窮5号機の機能・機構はそれまで自動バルブ倉シャープな作動ができるも欝良し・

外面では竿受台を改善し・機械の露出部をできるだけ少なくした・第4号機2台を試作し′た0こ

の油圧動力源は水戸丸がサン‥マ樺受網操業に使っている油圧を利用し，8月下旬の荊5次航帝の

ヵソオ漁業試験に装備，4台によカ操業試顔を行なった0この結果，カツオ約80尾の釣鐘をみ・

魚の離脱も良好であったものの，次のような問題点が明らかになった0

①：複数釣機裏偏の場合の釣糸の“モツレ，・につい、て水戸丸では・釣機の間隔を1・40～1・50／花

にしたがこれ以上広げることは，必雫星の拍磯の装備が望めないのて・釣鐘時の－モツレ”は

竿受台が容易に着脱できれば解消される0

㊥第4号機の自動バルブでもカツオでは締付が悪い・もっと軽くすべきである0ビンナガでは

問題がない。

〔弓）人手による釣椎に比べ節目寸が悪いこれに軋横ふ机は機械的に問題があるので釣機本体・叉

は，釣竿に徴振動をあたえるよう装置を施し・鍔付の良好をはかるようにすべきである。

④　魚体の大小．引きの強さに合致した竿の研究開発の必雫がある0

⑤　釣機の′」＼型軽量化を図るため，嚢合金等の利用をはかり・現在のものの（4号機約占0桓）

2／5以下の重量にすべきである。

㊥　釣機でカツオなど釣揚中，10本の中1本ぐらし′左舷から右舷側海面に飛ぶが；この対策と

して右線に網を張る蕃により解決するものの釣竿の強さ，釣糸の長さ・叉は竿受台の速度調整

と角度の変更によっても解決されると思う0

⑦　船の勃席対策を検討する。

以上7項目にわたる攻良改善を加えるべき聞題点が出てきたので，この中で特に餌付をよく

するための竿に徴振動をあたえる装置を重点に第5号機を試作することに決定・完成次第業者．が

4隻に2～5台装備，実用化試験を行なうことになった。

〔21第2次試験

徴振動装置付き5号釣機は，陸上テストの結果揚力不足等に欠点があり・更に改良を加えたた

め試作したのだが48年2月末と浸った。現在当業船第8滴重丸く191トン580馬力）宮庄

丸（180トン700馬力）．第21大浅丸（195トン占50居力）にそれぞれ2台装備・実

用化試験中である。ここでは，4号釣機に微動装置を付け・更に揚力を加えた・改良型試験機4

台を第8宮庄丸に装備，今年2月名目から5月5日の間南方カツオを対象に撰集試験を行なった

ので．その結果を報告する。第8宮庄丸は2月‘日那珂湊を出港・千葉県館山で舛科イワシ

500杯を積込み漁場に向かった。第咽の操業は2月1d日にN50－08′E1500－00′

の漁場で行なったが，釣機の操業で釣糸問のもつれが多く叉，油圧の流量配置に欠陥もあり翌

17日の第2担＝∃以後の操業から，2台のみの作動によカ実施した。2月21日まで連日操業が

行長われ，釣機による扶業ナストの結果は，下記の通りである。
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月　　 日 総 釣 獲 量

1 人 当 り

釣 上 獲 一畳

釣 機 1 台 当 打

釣 鐘 量

。人 1 。 。 芸 ‾1
割

2 ． 1 占 約 1 ト ン （ 2 5 0 尾 ） 1 D 尾 7 尾 7 （〕 塊

2 ． 1 7 2 ．5 　 （ 占 2 5 ） 2 5 Z t】 8 0

2 ． 1 8 1 ・5 　 （ 5 7 8 ） 1 5 8 5 ［l

2 ． 1 9 4 ・5 　 （ 1 ，1 2 5 ） 4 5 2 5 5 5

2 ． 2 0 1 ．0 　 （ 2 5 0 ） 1 □ 5 5 0

2 ． 2 1 5 ・0 　 （ 1 ，2 5 0 ） 5 0 2 7 5 4

計 1 5 ．5 ト ン （ 5 ，8 7 8 ） 1 5 5 尾 9 2 尾 5 9 痴

今回の試験癌臭から成果，問題点を雫約すると次の通りである。

し′1）釣機を船体の中央部に取仇同じ位蔭附近で釣る人間との釣獲量の割合で・あまり差はなく

75～80感二攻上性見込められた。

⑧　今回の試験では，釣り揚げた魚の15～20魂が釣針から離脱したかったので・今後は魚種・

魚体つ大小に適応した釣針，釣竿の研究改良が必葛である。

④　釣揚げた魚が反対舷側の海中に飛び込むことがあるが，釣竿の振り速臥釣糸の長さ等で・

ある程度防止できるが，完全には絹を張ることである。

（憂）的磯の間隔は2肌前後が今回の試験ではよいようであった01・5′〃以内では釣糸相互のから

みがあり適当でたい。

⑤　徴振動の効果は大であったが，一定の振巾，振動でなく・変化の可能な調整装置が必革であ

、る。（5号機ではこれがィ、能となった。）

Ⅱ　実用化の見通し

現在5号機を当業船に装胤実用化試験を実施中であるが，釣機の機械的を問題では・この方式の

場合，一応解決され，実用化できる見通しである。今後軋　ロ→リング等・船の動揺に対する問題が

残っており，これが今後の主等研究課題である。又，釣機に適応した釣竿釣鈍釣糸の研究も新し

い考え方で実施して行く必要がある。

なお従来の人間による竿釣操業を，今倭釣機主体の竿釣操業に番った場合，現在のカツオ船の船型

が適当であるかどうかも検討せねば走らを両問題である。

文　　　　　　　　　　献

1）佐　藤1988；自動カツオ動機の実用化試験　茨水試試報
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振動装置の説明

④の抵抗弁を通ってタ∵／クに戻る油はD・Eの間に生ずる圧力差のために．1部脇に流れてDから

D′D′′　に通じ価→④，・ご一1）－㊤に入る。

・／0－→食，湖－⑲は大々に㊥ピストンの両側に油路を開くが仝時には開かないようになっていて，ピス

トンの位置によって交‾引′こ回路を通じ合い，これによってピストンは左右勅をくり返す。又（拍夫々は

ピストンの左右劫によって逆に動かされ切換動作を連続する。

④⑥・：r土叉し曽）の切裸弁の左右のパイロットピストンに油を連綿し，（割は④⑥の動きに応じて連続した切

換動作を行なう。

一方DEと併列に設けられた池路FGはDEと仝じく・虻の遮抗弁によカ，生ずる圧力差によって弁⑬
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を通りさらに（わのポートを通ってアクチュェークーを揺動させる。（釦の弁は先のタービン方式と仝じく，

竿が水平位置にある時のポートを開くよう本体内に設けられてある。のの圭切換弁は先のものと異少ア

クチュエーターの上げ，叉は下げの運動時には完全呵穏動回路を閉じて油の損失を少くしてる。旬はこ

れの調節により振動の油量をコントロールし，振巾を調整する絞り弁である。（卓）は旬と仝じ絞り弁であ

るが′りのピストンに行く油量を調整し，ピストンの嶺動周期をコントロールするもので⑤及び喩は横側

に出ているつまみで簡単に調整出来る。

先のタービン方式の回路と異る長所は

（D　ピストン方式であるので，油の温度，粘度に影響されにくく動作が安定している。

⑧　複雑夜減速機構を持たないので故障しにくい。

⑧　振巾，周期が独立して調整出来る。

（‾わ　7クチュエクー運動時は揺動回路が閉じられるので油量のロスが少をい。

（参　戻り回路側に抵抗弁を入れているので負荷による影響がない。
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実用化試験中の釣機


